
豊かな心でみがき合い，自ら考え行動する子どもの育成 

授業参観 ありがとうございました！そして，お願い 

１年の中で寒さが最も厳しいと言われる２月になりました。重ね着をする（衣を更に着る）

ことを意味する「衣更着(きさらぎ)」から，２月『如月(きさらぎ)』になったともいわれてい

ます。インフルエンザが猛威をふるい，市内でも学級・学年閉鎖が報告される中，さくらっ子

は白い息を吐きながら比較的元気に登校しています。

しかし，まだまだ油断はできません。今年度も残り２ヶ月となった今，各ご家庭でも以下の

ような予防対策をとっていただきますようお願いします。

○こまめに手洗い・うがいをする  ○食事と睡眠を十分にとる 

○人混みはさけ，マスクをつける ○早めに医療機関を受診する

1 月 25 日(金)は高学年で，29 日(火)は中学年で，31 日(木)は低学年で，それぞれ授業参観及び来年度

の PTA 学級委員選出を行いました。きょうだいが通うご家庭でできるだけ授業参観が重ならないよう

に配慮させていただきました。多数ご参観いただき，ありがとうございました。3 学期のお子様の学習

の様子はいかがだったでしょうか？

また，さくらホールで開催しておりました『校内書写展･作品展』にもたくさんの方にお越しいただ

きました。子どもたちの力作をお楽しみいただけましたでしょうか。

≪保護者の皆さまにお願い≫
保護者の皆さまに授業をみていただくことは，子どもたちにとって大きな励みになります。帰ってから

の「がんばっていたね！」の一言は，勉強に向かう気持ちを高めます。お子様の学力向上に向けて，これから

もご家庭と学校が協力して取り組みを進めていきたいと考えます。

ところで，今回の授業参観で残念なことがありました。子どもたちが一生けんめい授業を受けている隣

（教室の後ろ，廊下）で関係のないおしゃべりをされる一部の保護者の姿があったことです。ひそひそ声

のつもりでも，子どもたちは敏感に感じます。「気になって集中できないよ」「お母(父)さん，ぼく(私)
のがんばりをしっかり見てよ」と寂しい思いをしていると思います。子どもたちにそんな思いをさせない

よう，そして，子どもたちのよきお手本となるよう，よろしくお願いします。

クジラの肉なつかしかった！

今のさくらっ子には 

お味はどうだったかな？ 

1 月 11 日から始まったチャレンジ長縄。体育の時間や休み時間には，学級

の仲間や先生と8の字跳びに挑戦するさくらっ子の姿が運動場のあちこちで

見られました。「1！2！3！･･･」回数を数えるかけ声，「入れ！入れ！」と縄

に入る友だちの背中を押す激励の声。練習を重ねるごとに上達し，大きな歓

声が上がるたびにチームワークが向上する様子がわかりました。 

2 月 1 日(金)2 限目。全校が運動場に集まり，これまでの練習の成果を確

かめあいました。気合を入れて臨み，チャレンジを終えると歓声の上がる学

級もありました。寒さを吹き飛ばすすばらしいチャレンジになりました。 

チャレンジ縄跳びを通して，心も体もたくましく育ったことでしょう。 



～２月の主な行事予定～ 
4 日(月）図書館まつり（～15 日） 

7 日(木）入学説明会      

8 日(金) 6 年租税教室 

9日(土) 桜人権大会 三泗特別支援学級学習発表会

11 日(月) 建国記念の日 

12 日(火) スクール･カウンセラー来校 

13 日(水) 3 年博物館見学 学校集会（表彰式） 

15 日(金) 学校ボランティア全体会議  

18 日(月) クラブ(最終)

19 日(火) スクール･カウンセラー来校 

23 日(土）土曜授業 5限 六送会リハ-サル 

     フリー参観      

25 日(月) 土曜授業代休 

26 日(火) 6 年生を送る会  

コミュニティ･スクール運営協議会 

28 日(木) 5 年学力･学習状況調査模試 

      6 年奉仕作業(5,6 限) 

1 月 24 日(木)の 1～3 限目，6 年生が学級別に理科の授業を受け，興味深い

実験をしました。

「卵は水に浮くと思う？」「じゃあ，砂糖を入れたらどうかな？」 

6 年生の反応を楽しむように，ニコニコ笑顔で指導していただいたのは乗入

れ授業で来ていただいた桜中学校の鈴木先生です。子どもたちは，「えっ，

どうなんだろう…」「浮くと思うけどな…」など興味津々の様子で，仲間と

頭を突き合わせて実験していました。「疑問に思ったら，実験してみよう。

失敗もあるけどね」鈴木先生から大切なメッセージもいただきました。

卒業を控えた 6 年生。中学校の授業の雰囲気や先生のお人柄に触れ，中学

校への期待が膨らんだのではないでしょうか。

中学校の先生が小学校の授業に参加する「乗入れ授業」は，市内の全中学校区で進めている「学び一体化」事業の一環です。 

 『来年のことを言えば鬼が笑う』ということわざがありますが，円滑な新

年度のスタートを切るために，教育に関わる新たな動きや本校の予定などに

ついて，可能な範囲で保護者の皆さんにお知らせしていきたいと思います。

今回は，土曜日を活用した教育活動，いわゆる「土曜授業」についてです。

来年度は，保護者や地域の方の参加を得て行ったほうがよいと考える行事や

活動(保護者・地域連携)についてのみ土曜日を活用することにします。

具体的には，以下の 4 回を予定しています（変更する場合もあります）。

4 月 20 日(土)…授業参観，PTA 総会，緊急下校訓練 

6 月 1 日(土)…運動会 

 11 月  9 日(土)…フリー参観 

  2 月 22 日(土)…6 年生を送る会リハーサル 

どの日もお昼（給食／弁当）を挟んでの 1 日授業となりますので，翌週の

月曜日を代休とします。今年度は，行事予定などで「土曜授業 運動会」の

ように「土曜授業」の文言を入れていましたが，それをなくして「運動会」

など行事(活動)名だけとします。

市教育委員会の「土曜日

等を活用した教育活動」

実施要領（H30.11）に

よると，「土曜授業」と

いう名称を削除する，回

数は各校や地域の実情に

応じて学校の主体性を尊

重する，とされています。

「字を読む」「音声を聞く」「映像を見る」の３つを比較すると，情報量では「映像」＞「音声」

＞「字」の順になるそうです。たしかに，本よりもラジオ，ラジオよりもテレビの方が，より多くの

情報をより容易（受身的）に得られることは実感できます。 

しかし，脳は，受け取る情報量が少ないほど，「想像力」で補おうとするとのこと。いわゆる「行

間を読み取る」力です。この「想像力」は，子どもたちの成長においてとても重要な力です。読んだ

本の内容を人に紹介（アウトプット）できるとさらに「確かな力」になるそうです。 

「図書館まつり」は，学校や家庭でたくさんの本に親しむことを目的とした取り組みです。子ども

たちに「図書館まつり読書の記録」カードを渡しますので，期間中，ご家庭でもお子様の取り組みを

応援していただきたいと思います。  期間：2月 4日（月）～2月 15 日（金）


